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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーバインダー中に多孔性ポリマー粒子を含む画像受容層を上に有する支持体を含
んでなるインクジェット記録要素であって、前記多孔性ポリマー粒子が次式：
【化１】

（上式中、
　Ａは少なくとも二つのエチレン系不飽和基を含む付加重合可能なモノマーの反復単位を
表し、Ａは、次のモノマー及びそれらの混合物を含む：不飽和一価アルコールと不飽和モ
ノカルボン酸とのエステル類；ジエン類；飽和グリコール又はジオールと不飽和モノカル
ボン酸とのエステル類；並びにジビニル化合物から選ばれる多官能芳香族化合物、
　Ｂは共重合可能な、α、β－エチレン系不飽和モノマーを表し、Ｂは、次のモノマー類
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及びその混合物を含む：アクリルモノマー類及びアクリル酸又はメタクリル酸のアルキル
エステル類；同じ酸類のヒドロキシアルキルエステル類；同じ酸類のニトリル類及びアミ
ド類；ビニル化合物；並びに芳香族ビニル化合物、
　Ｃはカチオン官能基を有するスチレン系又はアクリル系反復単位を表し、Ｃは、次のモ
ノマー及びその混合物を含む：窒素上の３つの他のリガンドが任意のアルキル基又は環状
アミン類を含めた炭素環式基であるビニルベンジルアンモニウム塩類、対イオンはハライ
ド、スルホネート、ホスフェート、スルフェート等となることができる；窒素にアクリル
官能基を結合するアルキル基が２以上の炭素原子長となることができ、他の３つの窒素リ
ガンドが、任意のアルキル基又は環状アミン類を含めた炭素環式基となることができるア
クリレート及びメタクリレートアンモニウム塩類；並びにビニルトリフェニル－ホスホニ
ウムブロミド、ビニルベンジルトリフェニルホスホニウムトシレート、及び他の３つのリ
ンリガンドが任意の芳香族基又はアルキル基であるホスホニウム塩類；から成る群より選
ばれるカチオン性エチレン系不飽和モノマー類、
　ｘは２７～９９モル％であり、
　ｙは最大７２モル％であり、そして
　ｚは１～７３モル％である）
を有し、
　前記多孔性ポリマー粒子が、水性媒体中に、前記Ａモノマー、前記Ｂモノマー、及び前
記Ｃモノマー又は前記Ｃモノマーに変換されることができるモノマー、並びにポロゲンの
小滴の懸濁物又は分散物を形成すること、そして
多孔性ポリマー粒子を形成するために前記モノマー類を重合させること
によって製造されており、
　当該ポリマー粒子が、比表面積で測定して、１００ｍ2／ｇ超の多孔度を有している
インクジェット記録要素。
【請求項２】
　前記カチオン官能基が、ビニルベンジルトリメチルアンモニウムクロライド、ビニルベ
ンジル－N－ブチルイミダゾリウムクロライド、ビニルベンジルジメチルドデシルアンモ
ニウムクロライド又はビニルベンジル－ジメチルオクタデシルアンモニウムクロライドで
ある請求項１記載の要素。
【請求項３】
　前記Ａが、エチレングリコールジメタクリレート、エチレングリコールジアクリレート
、１，４－ブタンジオールジメチルアクリレート又はジビニルベンゼンである請求項１又
は２記載の要素。
【請求項４】
　前記Ｂが、スチレン、ビニルトルエン、エチルビニルベンゼン、２－ヒドロキシエチル
メタクリレート、クロロメチルスチレン、メタクリル酸又はメチルメタクリレートである
請求項１～３のいずれか一項に記載の要素。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はインクジェット記録要素に関する。より具体的には、本発明は多孔性ポリマー粒
子を含有する記録要素及びその要素を用いる印刷方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
典型的なインクジェット記録もしくは印刷システムでは、インク液滴を、高速でノズルか
らから記録要素もしくは記録媒体向けて噴射し、媒体上に画像を生成する。インク液滴、
即ち記録液体は、一般的に、色素もしくは顔料のような記録薬剤、及び大量の溶剤を含ん
でなっている。溶剤、即ちキャリア液体は、一般的に、水、有機材料（例えば、一価アル
コール、多価アルコール）又はそれらの混合物から作られる。
【０００３】
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インクジェット記録要素は、一般的に、少なくとも一方の支持体面にインク受容層もしく
は画像形成層を有する支持体を含んでなり、反射させて見ることを意図するもの（不透明
支持体を有する）、及び透過光によって見ることを意図するもの（透明支持体を有する）
が含まれる。
【０００４】
インクジェット装置に用いる広範な多種多様のタイプの画像記録要素が従来提案されてい
るが、この技術分野には多くの未解決の問題があり、また、これらの画像記録要素の商業
的な有用性を制限している既知製品の多くの欠陥が存在する。
【０００５】
そのような画像記録要素上に写真品質画像を実現し且つ維持するために、インクジェット
記録要素は、次の要求を満たさせねばならないことがよく知られている：
・不均一濃度をもたらすパドリング（即ち、隣接するインクドットの合体）しないように
、容易に濡れること。
・画像にじみを示さないこと。
・高濃度のインクを吸収し、連続するプリントもしくは他の面と重ねた場合に要素がお互
いにブロッキングするのを防止するために急速に乾燥する能力を示すこと。
・支持体及び／又は層（複数でもよい）との相互作用による、不連続点もしくは欠陥、例
えば、クラッキング、撥水性、コームライン等を示さないこと。
・色素が結晶化を起こす自由表面での凝集（これにより、画像領域において、ブルームも
しくはブロンズを生じる）を、吸収されなかった色素がおこさないこと。
・水との接触又はデーライト、タングステン光、もしくは蛍光灯による照射に由来する褪
色を避けるために最適な画像堅牢性を有すること。
【０００６】
ほとんど瞬時のインク乾燥時間と良好な画質とを同時に提供するインクジェット記録要素
が望ましい。しかし、記録要素が適応する必要があるインク組成物及びインク容量の範囲
は広範であるので、インクジェット記録媒体のこれらの要件を同時に達成することは困難
である。
【０００７】
多孔性又は非多孔性支持体の片面又は両面上の好適な画像受容層として作用する多孔性又
は非多孔性の単層又は多層コーティングを用いるインクジェット記録要素が知られている
。非多孔性コーティングを用いる記録要素は一般的に良好な画質を有するが、インク乾燥
時間が劣る。多孔性コーティングを用いる記録要素は優れた乾燥時間を示すが、一般的に
画質が悪く、クラッキング及びフレーキングする傾向がある。
【０００８】
特開平７－１３７４３３号公報はカチオン基を有するポリエステル系の中空の多孔性樹脂
粒子を有するインクジェット記録紙に関する。しかし、ポリエステル樹脂に限定されない
、カチオン基を有する多孔性樹脂粒子を提供することが望ましい。
【０００９】
特開平２０００－２０３１５４号公報は、カチオン性界面活性剤を吸着させることによっ
てカチオン性にすることができる多孔性有機粒子を含むインクジェット記録シートに関す
る。しかし、これらの粒子に関しては、そのカチオン官能基がポリマー構造の一部では無
く、その表面に吸着されている（化学結合でない）だけであるので、製造時、保存時又は
画像形成時に粒子表面から脱着される場合があるという問題点がある。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、高速インク乾燥時間を有するインクジェット記録要素を提供することで
ある。本発明のもう一つの目的は、インクジェットインクを結合することによって良好な
水堅牢性を有する多孔性受容体を提供する、イオン官能基を有する多孔性粒子を有するイ
ンクジェット記録要素を提供することである。本発明のさらにもう一つの目的は、低粒子
凝集であってクラッキング及びフレーキングが容認できる優れたコーティング品質を有す
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るインクジェット記録要素を提供することである。上記要素を用いる印刷方法を提供する
ことも本発明の目的である。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を、ポリマーバインダー中にある多孔性ポリマー粒子を含む画像受容層を上に有
する支持体を含んでなるインクジェット記録要素であって、前記多孔性ポリマー粒子が次
式：
【００１２】
【化２】

【００１３】
（上式中、Ａは少なくとも二つのエチレン系不飽和基を含む付加重合可能なモノマーの反
復単位を表し、Ａは、次のモノマー及びそれらの混合物を含む：不飽和一価アルコールと
不飽和モノカルボン酸とのエステル類；ジエン類；飽和グリコール又はジオールと不飽和
モノカルボン酸とのエステル類；並びにジビニル化合物から選ばれる多官能芳香族化合物
、
　Ｂは共重合可能な、α、β－エチレン系不飽和モノマーを表し、Ｂは、次のモノマー類
及びその混合物を含む：アクリルモノマー類及びアクリル酸又はメタクリル酸のアルキル
エステル類；同じ酸類のヒドロキシアルキルエステル類；同じ酸類のニトリル類及びアミ
ド類；ビニル化合物；並びに芳香族ビニル化合物、
　Ｃはカチオン官能基を有するスチレン系又はアクリル系反復単位を表し、Ｃは、次のモ
ノマー及びその混合物を含む：窒素上の３つの他のリガンドが任意のアルキル基又は環状
アミン類を含めた炭素環式基であるビニルベンジルアンモニウム塩類、対イオンはハライ
ド、スルホネート、ホスフェート、スルフェート等となることができる；窒素にアクリル
官能基を結合するアルキル基が２以上の炭素原子長となることができ、他の３つの窒素リ
ガンドが、任意のアルキル基又は環状アミン類を含めた炭素環式基となることができるア
クリレート及びメタクリレートアンモニウム塩類；並びにビニルトリフェニル－ホスホニ
ウムブロミド、ビニルベンジルトリフェニルホスホニウムトシレート、及び他の３つのリ
ンリガンドが任意の芳香族基又はアルキル基であるホスホニウム塩類；から成る群より選
ばれるカチオン性エチレン系不飽和モノマー類、
　ｘは２７～９９モル％であり、
　ｙは最大７２モル％であり、そして
　ｚは１～７３モル％である）を有し、
　前記多孔性ポリマー粒子が、水性媒体中に、前記Ａモノマー、前記Ｂモノマー、及び前
記Ｃモノマー又は前記Ｃモノマーに変換されることができるモノマー、並びにポロゲンの
小滴の懸濁物又は分散物を形成すること、そして
多孔性ポリマー粒子を形成するために前記モノマー類を重合させること
によって製造されており、
　当該ポリマー粒子が、比表面積で測定して、１００ｍ2／ｇ超の多孔度を有している
インクジェット記録要素を含む本発明によって達成する。
【００１４】
本発明を用いることによって、従来の要素よりも良好な乾燥時間、耐水性及びコーティン
品質（クラッキング及びフレーキング）を有し、同時に良好な画質を提供するインクジェ
ット記録要素が得られる。
【００１５】
本発明の好ましい態様では、ｘは５５～９９モル％であり、ｙは０～４４モル％であり、
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そしてｚは１～４５モル％である。
【００１６】
本発明のもう一つの態様は、
Ａ）デジタル信号に応答するインクジェットプリンターを用意すること
Ｂ）上記インクジェット受容要素を前記プリンターに搭載すること、
Ｃ）インクジェットインク組成物を前記プリンターに搭載すること、そして
Ｄ）前記デジタル信号に応答して前記インクジェットインク組成物を用いて前記画像受容
層に印刷すること
の各工程を含んで成るインクジェット印刷方法に関する。
【００１７】
【発明の実施の形態】
本発明のインクジェット記録要素に用いられる支持体は不透明、半透明又は透明となるこ
とができる。例えば、普通紙、樹脂コート紙、ポリエステル系樹脂（例えば、ポリエチレ
ンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート及び二酢酸ポリエステル）、ポリカーボネ
ート系樹脂、フッ素系樹脂（例えば、テトラ－フルオロエチレン）を含む種々のプラスチ
ック、金属箔、種々のガラス材料、種々のボイドを有するか又は充填剤入り不透明プラス
チック等となることができる。好ましい態様では、支持体は紙又はボイドを有するプラス
チック材料である。本発明に用いられる支持体の厚みは、１２～５００μｍ、好ましくは
７５～３００μｍとなることができる。
【００１８】
本発明に用いる多孔性ポリマー粒子は、多孔性ビーズ、多孔性の不規則形状粒子の形態で
あるか、又はエマルジョン粒子の凝集体であって、イオン官能基を有する。
【００１９】
上述の単位Ａとして用いることができる好適な付加重合可能なモノマーは、少なくとも二
つのエチレン系不飽和基を有し、例えば、次のモノマー及びそれらの混合物を含むことが
できる：不飽和一価アルコールと不飽和モノカルボン酸とのエステル類（例えば、アリル
メタクリレート、アリルアクリレート、ブテニルアクリレート、ウンデセニルアクリレー
ト、ウンデセニルメタクリレート、ビニルアクリレート、及びビニルメタクリレート）、
ジエン類（例えば、ブタジエン及びイソプレン）、飽和グリコール又はジオールと不飽和
モノカルボン酸とのエステル類（例えば、エチレングリコールジアクリレート、エチレン
グリコールジメタクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート、１，４－ブタ
ンジオールジメタクリレート、１，３－ブタンジオールジメタクリレート、ペンタエリト
リトールテトラアクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート）、並びに多
官能芳香族化合物（例えば、ジビニルベンゼン、ジビニルナフタレンもしくはそれらの誘
導体か、又はジビニルスルフィドもしくはジビニルスルホン化合物等の他のジビニル化合
物）等。好ましくは、Ａは、エチレングリコールジメタクリレート、エチレングリコール
ジアクリレート、１，４－ブタンジオールジメチルアクリレート又はジビニルベンゼンを
包含する。最も好ましくは、Ａはジビニルベンゼン又はエチレングリコールジメタクリレ
ートである。
【００２０】
上記単位Ｂとして使用可能なα，β－エチレン系不飽和モノマーには、例えば、以下のモ
ノマー類及びその混合物が含まれる:アクリルモノマー類、例えば、アクリル酸、又はメ
タクリル酸及びそれらのアルキルエステル類（例えば、メチルメタクリレート、エチルメ
タクリレート、ブチルメタクリレート、エチルアクリレート、ブチルアクリレート、ヘキ
シルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、ラウリルメタクリレート、２－エチルヘ
キシルメタクリレート、ノニルアクリレート、ベンジルメタクリレート；同じ酸類のヒド
ロキシアルキルエステル類、例えば、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキ
シエチルメタクリレート、及び２－ヒドロキシプロピルメタクリレート；同じ酸類のニト
リル類及びアミド類、例えば、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、アクリルアミド
、ｔ－ブチルアクリルアミド及びメタクリルアミド；ビニル化合物、例えば、酢酸ビニル
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、プロピオン酸ビニル、塩化ビニリデン、塩化ビニル、及び芳香族ビニル化合物、例えば
スチレン、ｔ－ブチルスチレン、エチルビニルベンゼン、クロロメチルスチレン、ビニル
トルエン、スチレンスルホニルクロライド、ビニルピリジン、及びビニルイミダゾール；
ジアルキルエステル類、例えば、マレイン酸ジアルキル、イタコン酸ジアルキル、メチレ
ン－マロン酸ジアルキル等。好ましくは、Ｂはスチレン、ビニルトルエン、エチルビニル
ベンゼン、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、クロロメチルスチレン、メタクリル酸
又はメチルメタクリレートである。
【００２１】
上記Ｃのスチレン系又はアクリル系反復単位は、重合反応を生き抜く実質的に永久の電荷
を運ぶ前もって形成されたイオン性モノマーを得ることができるイオン官能基を有する。
【００２２】
あるいは、形成された多孔性ポリマー粒子中の官能基をイオン性とするように変えてもよ
い。例えば、ピリジンを酸でプロトン化して第四級窒素を形成してもよく、アミン基をク
ロロアルカンで第四級化してもよく、カルボン酸基をアミン又はアルカリ金属水酸化物で
中和してカルボン酸アニオンを形成してもよく、クロロメチル基をアミンと反応させて第
四級アンモニウム基を形成してもよい。形成された多孔性ポリマービーズ中の官能基を変
えることが好ましい。
【００２３】
単位Ｃとして用いることができる前もって形成されたイオン官能基を有する好適な重合可
能なα，β－エチレン系不飽和モノマー類には次のモノマー又はその混合物が含まれる:
カチオン性エチレン系不飽和モノマー類、例えば、ビニルベンジルトリメチル－アンモニ
ウムクロライド、ビニルベンジルジメチル－ドデシルアンモニウムクロライド、窒素上の
３つの他のリガンドが、任意のアルキル又は炭素環式基（環状アミン類、例えばピペリジ
ンを含む）である別のビニルベンジルアンモニウム塩類、対イオンはハライド、スルホネ
ート、ホスフェート、スルフェート等となることができる；[２－(メタクリロイルオキシ
)エチル]トリメチル－アンモニウムクロライド、[２－(アクリロイルオキシ)エチル]－ト
リメチルアンモニウムp－トルエン－スルホネート、及び窒素にアクリル官能基を結合す
るアルキル基が２以上の炭素原子長となることができ、他の３つの窒素リガンドが、任意
のアルキル又は炭素環式基（環状アミン類、例えばピペリジンを含む）及びベンジルとな
ることができる別のアクリレート及びメタクリレートアンモニウム塩類；４－ビニル－１
－メチルピリジニウムメチルスルフェート、３－メチル－１－ビニルイミダゾリウムメト
スルフェート、及び他の窒素リガンドが任意のアルキル又はシクロアルキル基である別の
ビニルピリジニウム及びビニルイミダゾリウム塩類；ビニルトリフェニル－ホスホニウム
ブロミド、ビニルベンジルトリフェニルホスホニウムトシレート、及び他の３つのリン（
phosphorous）リガンドが任意の芳香族基又はアルキル基である別のホスホニウム塩類。
好ましい態様では、カチオン官能基は、ビニルベンジルトリメチルアンモニウムクロライ
ド、ビニルベンジル－N－ブチルイミダゾリウムクロライド、ビニルベンジルジメチルド
デシルアンモニウムクロライド又はビニルベンジル－ジメチルオクタデシルアンモニウム
クロライドである。
【００２４】
単位Ｃとして用いることができる前もって形成されたイオン官能基を有する他の好適な重
合可能なα，β－エチレン系不飽和モノマー類には次のモノマー又はその混合物が含まれ
る:アニオン性エチレン系不飽和モノマー類、例えば、２－ホスファトエチルアクリレー
トカリウム塩、３－ホスファトプロピルメタクリレートアンモニウム塩、及びホスフェー
ト官能基にアクリル官能基を結合するアルキル基が２以上の炭素原子長となることができ
るアルキルホスホネートの別のアクリル及びメタクリメタクリルエステル、対イオンはア
ルカリ金属カチオン、第四級アンモニウムカチオン、ホスホニウムカチオン等と成ること
ができる；メタクリル酸ナトリウム、アクリル酸カリウム、及びカルボン酸の別の塩類；
スチレンスルホン酸アンモニウム塩、メチルトリフェニルホスホニウムスチレンスルホネ
ート、及び別のスチレンスルホン酸塩類；２－スルホエチルメタクリレートピリジニウム
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塩、３－スルホプロピルアクリレートリチウム塩、並びにアルキルスルホネートの別のア
クリル酸及びメタクリル酸エステル類；並びにエチレンスルホン酸ナトリウム塩等の別の
スルホネート類。好ましい態様では、アニオン官能基はメタクリル酸のトリメチルアンモ
ニウム塩、メタクリル酸のジメチルベンジルアンモニウム塩、メタクリル酸のジメチルド
デシルアンモニウム塩又はスチレンスルホン酸のメチルトリオクチルアンモニウム塩。
【００２５】
反復単位Ｃが多孔性ポリマーが調製された後形成される場合、多孔性ポリマー粒子の単位
Ａ又は単位Ｂの全部又はいくらかを、それら（又はそれらの一部）をイオン性にするため
に変えてもよい。前述のカチオン及びアニオン官能基の全てを、非イオン性多孔性ポリマ
ー粒子を改質することによって導入することができる。
【００２６】
本発明に用いる多孔性ポリマー粒子を、例えば、多孔性有機化合物の粉末化及び分級、有
機モノマーの乳化、懸濁及び分散重合、有機化合物を含有する溶液のスプレー乾燥、又は
水不混和性溶剤に有機材料を溶解し、その溶液を水性溶液中への微液滴として分散させ、
そして蒸発又は好適な技法による溶媒除去からなるポリマー懸濁技法によって調製するこ
とができる。バルク、乳化、分散、及び懸濁重合方法はポリマー分野の当業者には周知で
あり、G. Odianの「Principles of Polymerization」、第２版、Wiley(1981)及びW.P. So
renson及びT.W. Campbellの「Preparation Method of Polymer Chemistry」、第２版、Wi
ley(1968)のような教科書に記載されている。
【００２７】
多孔性ポリマー粒子を合成する技法は、例えば、米国特許第5,840,293号、同第5,993,805
号、同第5,403,870号、及び同第5,599,889号明細書、並びに特開平5-222108号公報に記載
されている。例えば、不活性流体又はポロゲン（porogen）を多孔性ポリマー粒子を作製
するのに用いるモノマーと混合することができる。重合が完了した後、生じたポリマー粒
子はこのポリマーがポロゲンの周りに形成されそれによって多孔性網状構造を形成してい
るので、この時点で実質的に多孔性である。この技法は前掲の米国特許第5,840,293号明
細書に詳細に記載されている。
【００２８】
本発明に用いる多孔性ポリマー粒子を調製する好ましい方法は、架橋モノマーＡ、イオン
官能基を有するモノマー又はイオン官能基に変換される基を有するモノマー、及び水性媒
体中のポロゲンを含有するエチレン系不飽和モノマー小滴の懸濁物又は分散物を作製する
こと、モノマーを重合させて多孔性ポリマー粒子を形成すること、そして必要に応じて、
バキュームストリッピングでポロゲンを除去することを含む。本発明の好ましい態様では
、このようにして調製された粒子は１００ｍ2／ｇ超の比表面積で測定される多孔度を有
する。通常、表面積は当業者に既知のB.E.T.窒素分析によって測定される。
【００２９】
本発明に用いられる多孔性ポリマー粒子を、米国特許第5,288,598号、同第5,378,577号、
同第5,563,226号、及び同第5,750,378号明細書に記載するようにコロイド状無機粒子の層
で被覆してもよい。多孔性ポリマー粒子を、米国特許第5,279,934号明細書に記載するよ
うにコロイド状ポリマーラテックス粒子の層で被覆してもよい。
【００３０】
本発明に用いる多孔性ポリマー粒子は一般的に、０．０５μｍ～１０μｍ、好ましくは、
０．１μｍから５μｍの中央値直径を有する。中央値直径を、体積基準で測定した粒径分
布の統計的平均値と定義する。中央値直径測定の詳細は、T. Allenの「Particle Size Me
asurement」,第４版、Chapman and Hall, (1990)を参照されたい。
【００３１】
上述したように、本発明に用いるポリマー粒子は多孔性である。多孔性とは、粒子がボイ
ドを有しているか、又は液体に対して浸透性であることを意味する。これらの粒子は平滑
面を有してもよく、粗面を有してもよい。
【００３２】
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本発明に用いられるポリマーバインダーは、ポリビニルアルコール、ゼラチン、セルロー
スエーテル、ポリビニルピロリドン、ポリエチレンオキシド等を含んで成っていてもよい
。本発明の好ましい態様では、バインダーに対する粒子の比は２：１～１５：１である。
【００３３】
画像受容層は、硝酸等のｐＨ改良剤、架橋剤、レオロジー改良剤、界面活性剤、ＵＶ吸収
剤、殺生剤、滑剤、水分散性ラテックス、媒染剤、色素、蛍光増白剤、等も含有すること
ができる。
【００３４】
画像受容層を 通常の前計量又は後計量コーティング法、例えば、ブレード、エアナイフ
、ロッド、ロール、スロットダイ、カーテン、スライド等で片面又は両面に適用すること
ができる。コーティング方法の選択は、操作の経済性から決定され、次にコーティング固
形物、コーティング粘度、及びコーティング速度等の配合物仕様を決定する。
【００３５】
画像受容層の厚みは５～１００μｍ、好ましくは１０～５０μｍの範囲となることができ
る。必要なコーティング厚は、インク溶剤吸収の溜めとして作用するコーティングの必要
性から決定される。
【００３６】
本発明の記録要素を像形成するために用いられるインクジェットインクは当該技術分野で
は周知である。一般的に、インクジェット印刷に使用されるインク組成物は、溶剤又はキ
ャリア液体、色素又は顔料、保湿剤、有機溶剤、洗浄剤、増粘剤、保恒剤、等を含んで成
る液体組成物である。溶剤又はキャリア液体は、単に水となるか、又は多価アルコール等
の他の水混和性溶剤と混合した水となることができる。多価アルコール等の有機物質が主
たるキャリア又は溶剤液体であるインクも用いることができる。特に有用なものは、水と
多価アルコールとの混合溶剤である。そのような組成物に使用される色素は、一般的に、
水溶性の直接色素又は酸タイプ色素である。そのような液体組成物は、例えば、米国特許
第4,381,946号、同第4,239,543号及び同第4,781,758号明細書を含む従来技術文献に多数
記載されている。
【００３７】
【実施例】
次の例により本発明をさらに具体的に説明する。
調製Ｃ１：対照ポリマー粒子（イオン官能基が無い）の合成
ビーカーに以下の成分を加えた：モノマー混合物としてメタクリル酸５３ｇ及びエチレン
グリコールジメタクリレート２０８ｇ、ポロゲンとしてトルエン１３２ｇ、ヘキサデカン
８ｇ、並びに２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）（Vazo 52（商標
）、DuPont Corp）３．９ｇ。これらの成分を全ての固形分が溶解するまで攪拌した。
【００３８】
この溶液に、水１２００ｇ中、アルキル（Ｃ14５０％、Ｃ16１０％、Ｃ12４０％）ジメチ
ルベンジルアンモニウムクロライド（Barquat MB-50（商標）、Lonza Inc.）１．６ｇの
混合物を加え、１０％塩酸でｐＨ＝２．５に調節した。そして、この混合物をマリンプロ
ップ型攪拌機で５分間攪拌して、粗エマルジョンを形成させた。この粗エマルジョンを３
６００回転/分、０．２５mmギャップ、及び処理量３．８ｋｇ／分に設定したGaulin（商
標）コロイドミルに通した。
【００３９】
得られたモノマー小滴分散物を２リットル三口丸底フラスコに入れた。このフラスコを５
０℃の定温浴に置き、この分散物を正圧窒素下で１３０回転/分で１６時間攪拌してこの
モノマー小滴を多孔性ポリマー粒子に重合させた。この生成物を粗いフィルターにかけ塊
を除去した。次に、MAZU（商標）消泡剤（BASF Corp.）０．６ｇを加え、６０℃で減圧下
でトルエンと少量の水を留去すると２８．９％の固形分を生じた。粒径分析器Horiba LA-
920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測定すると、中央値直径が１．５μｍであるこ
とが分かった。ｐＨを測定すると３．３であることが分かった。この分散物の乾燥部分を
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、Quantachrome Corp., NOVA（商標）分析器を用いたB.E.T. Multipointで分析すると、
比表面積は２１ｍ2／ｇであった。
【００４０】
調製１：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
上記調製Ｃ１のところで記載した分散物を、イオン官能基を形成させるためにトリメチル
アミンと反応させて改質した。ｐＨを測定すると６．９であった。測定するとこの分散物
は固形分２８．９％であった。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー
粒子を測定すると、中央値直径は１．５μｍであった。
【００４１】
調製２：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
上記調製Ｃ１のところで記載した分散物を、イオン官能基を形成させるためにＮ，Ｎ－ジ
メチル－Ｎ－ベンジルアミンと反応させて改質した。ｐＨを測定すると６．４であった。
測定するとこの分散物は固形分２９．７％であった。粒径分析器Horiba LA-920（商標）
でこの多孔性ポリマー粒子を測定すると、中央値直径は１．５μｍであった。
【００４２】
調製Ｃ２：対照ポリマー粒子（イオン官能基が無い）の合成
ビーカーに以下の成分を加えた：モノマー混合物としてジビニルベンゼン（DVB-HP（商標
）、Dow Chemical Corp.）３２１．６ｇ及びメタクリル酸８０．４ｇ、ポロゲンとしてト
ルエン７７４ｇ、ヘキサデカン２４ｇ、並びに２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバ
レロニトリル）（Vazo 52（商標））６．０ｇ。これらの成分を全ての固形分が溶解する
まで攪拌した。
【００４３】
この溶液に、水２０７０ｇ中、酢酸ナトリウム三水和物２２．５ｇ、酢酸４５．０ｇ、メ
チルアミノエタノール及びアジピン酸の低分子量コポリマー５１．９ｇ、並びに５０％コ
ロイド状シリカ（Ludox TM（商標）、DuPont Corp.）６２４ｇの混合物を加えた。そして
、この混合物をマリンプロップ型攪拌機で５分間攪拌して、粗エマルジョンを形成させた
。この粗エマルジョンを２４０ｋｇ／ｃｍ2でGaulin（商標）ホモジナイザーに通した。
【００４４】
得られたモノマー小滴分散物を５リットル三口丸底フラスコに入れた。このフラスコを５
０℃の定温浴に置き、この分散物を正圧窒素下で１２５回転/分で１６時間攪拌してこの
モノマー小滴を多孔性ポリマー粒子に重合させた。この生成物を粗いフィルターにかけ塊
を除去した。次に、６０℃で減圧下でトルエンと少量の水を留去すると２４．６％の固形
分を生じた。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測定すると
、中央値直径が１．３μｍであることが分かった。ｐＨを測定すると４．３であることが
分かった。この分散物の乾燥部分を、Quantachrome Corp., NOVA（商標）分析器を用いた
B.E.T. Multipointで分析すると、比表面積は２２１．９８ｍ2／ｇであった。
【００４５】
調製３：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
上記調製Ｃ２のところで記載した分散物を、イオン官能基を形成させるためにＮ，Ｎ－ジ
メチル－Ｎ－ドデシルアミン７０．９ｇと反応させて改質した。ｐＨを測定すると６．１
であった。測定するとこの分散物は固形分２６．４％であった。粒径分析器Horiba LA-92
0（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測定すると、中央値直径は１．７μｍであった。
この分散物の乾燥部分を、Quantachrome Corp., NOVA（商標）分析器を用いたB.E.T. Mul
tipointで分析すると、比表面積は１３７ｍ2／ｇであった。
【００４６】
調製Ｃ３：対照ポリマー粒子（イオン官能基が無い）の合成
ビーカーに以下の成分を加えた：モノマー混合物としてジビニルベンゼン（DVB-HP（商標
））１３４ｇ、ポロゲンとしてトルエン２５８ｇ、ヘキサデカン８ｇ、及び２，２’－ア
ゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）（Vazo 52（商標））２．０ｇ。これらの成
分を全ての固形分が溶解するまで攪拌した。
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【００４７】
この溶液に、水６９０ｇ中、酢酸ナトリウム三水和物７．５ｇ、酢酸１５．０ｇ、メチル
アミノエタノール及びアジピン酸の低分子量コポリマー１７．３ｇ、並びに５０％シリカ
（Ludox TM（商標））２０８ｇの混合物を加えた。そして、この混合物をマリンプロップ
型攪拌機で５分間攪拌して、粗エマルジョンを形成させた。この粗エマルジョンを２２５
ｋｇ／ｃｍ2でGaulin（商標）ホモジナイザーに通した。
【００４８】
得られたモノマー小滴分散物を２リットル三口丸底フラスコに入れた。このフラスコを５
０℃の定温浴に置き、この分散物を正圧窒素下で１５０回転/分で１６時間攪拌してこの
モノマー小滴を多孔性ポリマー粒子に重合させた。６０℃で減圧下でトルエンと少量の水
を留去した。生成物を粗いフィルターでろ過して塊を除去すると、２３．４％の固形分を
生じた。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測定すると、中
央値直径が１．０μｍであることが分かった。
【００４９】
調製４：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
ビーカーに以下の成分を加えた：モノマー混合物としてジビニルベンゼン（DVB-HP（商標
））１０７．２ｇ及びクロロメチルスチレン２６．８ｇ、ポロゲンとしてトルエン２５８
ｇ、ヘキサデカン８ｇ、並びに２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）
（Vazo 52（商標））２．０ｇ。これらの成分を全ての固形分が溶解するまで攪拌した。
【００５０】
この溶液に、水６９０ｇ中、酢酸ナトリウム三水和物７．５ｇ、酢酸１５．０ｇ、メチル
アミノエタノール及びアジピン酸の低分子量コポリマー１７．３ｇ、並びに５０％シリカ
（Ludox TM（商標））２０８ｇの混合物を加えた。そして、この混合物をマリンプロップ
型攪拌機で５分間攪拌して、粗エマルジョンを形成させた。この粗エマルジョンを２２５
ｋｇ／ｃｍ2でGaulin（商標）ホモジナイザーに通した。
【００５１】
得られたモノマー小滴分散物を２リットル三口丸底フラスコに入れた。このフラスコを５
０℃の定温浴に置き、この分散物を正圧窒素下で１５０回転/分で１６時間攪拌してこの
モノマー小滴を多孔性ポリマー粒子に重合させた。６０℃で減圧下でトルエンと少量の水
を留去した。生成物を粗いフィルターでろ過して塊を除去すると、２２．７％の固形分を
生じた。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測定すると、中
央値直径が１．０μｍであることが分かった。
【００５２】
上記分散物の３つの３４５ｇアリコートを、それぞれパドル攪拌機とコンデンサーを装備
した３つの１リットル三口丸底フラスコに入れた。そのうちの２つを調製５及び６に用い
るために取りおいた。３番目のアリコートにトリメチルアミンの２５質量％水溶液５０ｍ
Ｌ及び蒸留水２５０ｇを入れた。この分散物を攪拌し、６０℃で一晩加熱した。未反応ト
リメチルアミンを６０℃減圧下で留去し、ｐＨを測定すると７．５であった。生成物を粗
いフィルターでろ過して塊を除去した。最終生成物は固形分１２．４％であった。粒径分
析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測定すると、中央値直径が１．
２μｍであることが分かった。この分散物の乾燥部分を、Quantachrome Corp., NOVA（商
標）分析器を用いたB.E.T. Multipointで分析すると、比表面積は１６５ｍ2／ｇであった
。
【００５３】
調製５：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
調製４に由来する分散物３４５ｇを入れた残りの一方の三口丸底フラスコに、Ｎ－ブチル
イミダゾール１１．２ｇ及び蒸留水３００ｇを入れた。この分散物を攪拌し、６０℃で一
晩加熱した。生成物を粗いフィルターでろ過して塊を除去した。最終生成物は固形分１３
．５％、ｐＨ６．５であった。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー
粒子を測定すると、中央値直径が１．２μｍであることが分かった。
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【００５４】
調製６：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
調製４に由来する分散物３４５ｇを入れた残りの三口丸底フラスコに、ジメチルドデシル
アミン１９．２ｇ及び蒸留水２５０ｇを入れた。この分散物を攪拌し、６０℃で一晩加熱
した。生成物を粗いフィルターでろ過して塊を除去した。最終生成物は固形分１２．４％
、ｐＨ６．５であった。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を
測定すると、中央値直径が１．５μｍであることが分かった。
【００５５】
調製７：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
ビーカーに以下の成分を加えた：モノマー混合物としてエチレングリコールジメタクリレ
ート１０７．２ｇ及びＮ－ビニルベンジル－Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－オクタデシルアンモ
ニウムクロライド２６．８ｇ、ポロゲンとして酢酸プロピル６２ｇ、ヘキサデカン４ｇ、
並びに２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）（Vazo 52（商標））２
．２５ｇ。これらの成分を全ての固形分が溶解するまで攪拌した。
【００５６】
この溶液に、水６００ｇ中、Barquat MB-50（商標）０．８ｇの混合物を加えた。そして
、この混合物をマリンプロップ型攪拌機で５分間攪拌して、粗エマルジョンを形成させた
。粗エマルジョンを３６５０回転/分、０．１７mmギャップ、及び処理量３．８ｋｇ／分
に設定したGaulin（商標）コロイドミルに通した。
【００５７】
得られたモノマー小滴分散物を２リットル三口丸底フラスコに入れた。このフラスコを５
０℃の定温浴に置き、この分散物を正圧窒素下で１４０回転/分で１６時間攪拌してこの
モノマー小滴を多孔性ポリマー粒子に重合させた。６０℃で減圧下で酢酸プロピルと少量
の水を留去した。生成物を粗いフィルターでろ過して塊を除去した。最終生成物は固形分
１５．２％であった。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測
定すると、中央値直径が０．７４μｍであることが分かった。
【００５８】
調製８：イオン官能基を有する多孔性ポリマー粒子（本発明）
ビーカーに以下の成分を加えた：モノマー混合物としてエチレングリコールジメタクリレ
ート２３４ｇ及びメチルトリオクチルアンモニウムスチレンスルホネート２６ｇ、ポロゲ
ンとしてトルエン１３２ｇ、ヘキサデカン８ｇ、並びに２，２’－アゾビス（２，４－ジ
メチルバレロニトリル）（Vazo 52（商標））３．９ｇ。これらの成分を全ての固形分が
溶解するまで攪拌した。
【００５９】
この溶液に、ドデシルベンゼンスルホネート２４ｇ及び水１２００ｇの混合物を加えた。
そして、この混合物をマリンプロップ型攪拌機で５分間攪拌して、粗エマルジョンを形成
させた。この粗エマルジョンを４２０ｋｇ／ｃｍ2でGaulin（商標）ホモジナイザーに通
した。
【００６０】
得られたモノマー小滴分散物を２リットル三口丸底フラスコに入れた。このフラスコを５
０℃の定温浴に置き、この分散物を正圧窒素下で１３０回転/分で１６時間攪拌してこの
モノマー小滴を多孔性ポリマー粒子に重合させた。６０℃で減圧下でトルエンと少量の水
を留去した。生成物を粗いフィルターでろ過して塊を除去した。最終生成物は固形分１３
．５％であった。粒径分析器Horiba LA-920（商標）でこの多孔性ポリマー粒子を測定す
ると、中央値直径が０．１７μｍであることが分かった。
【００６１】
要素のコーティング
対照要素Ｃ－１
調製Ｃ１の対照多孔性ポリマー粒子とGohsenol GH23（商標）（Gohsen Nippon of Japan
）を用いるポリビニルアルコールバインダーとを一緒に混合することによって、コーティ
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形分は８５％が多孔性ポリマー粒子であり、１５％がポリビニルアルコールであった。こ
の溶液をコーティング前に４０℃で約３０分間攪拌した。
【００６２】
そして、この溶液をコロナ放電処理した写真グレードのポリエチレンコート紙上に、巻取
ワイヤ計量ロッドを用いて、湿潤レイダウン１２０μｍまでコートし、６０℃で３０分間
オーブン乾燥した。この要素を乾燥厚１８μｍでコートした。
【００６３】
対照要素Ｃ－２
コーティング溶液を調製Ｃ２を使って作製した以外は、対照要素Ｃ－１と同じようにこの
要素を調製した。
対照要素Ｃ－３
コーティング溶液を調製Ｃ３を使って作製した以外は、対照要素Ｃ－１と同じようにこの
要素を調製した。
要素１～８（本発明）
コーティング溶液を調製１～８をそれぞれ使って作製した以外は、対照要素Ｃ－１と同じ
ようにこれらの要素を調製した。
【００６４】
クラッキング、粒子凝集、コーティングフレーキング、コーティング均一性又は平滑性を
探して、上述のようにコートした要素を目で見てコーティング品質を検査した。表Ｉに示
す評価を用いて、結果を表ＩＩＩに示す。等級１及び２は受け入れられるが、等級３～５
は受け入れられない。
【００６５】
【表１】

【００６６】
水堅牢性評価
Epson 870インクジェットプリンターを用いて、シアン、マゼンタ、イエロー、及びブラ
ックのパッチを５０％インクレイダウンで印刷した。この画像を２４時間乾燥させた。２
ミリリットルの蒸留水滴を各パッチ上に６０秒間置き、その後ティッシュを使ってこすっ
た。画像に与える損傷及びコーティングを目で観察し、表ＩＩに従って等級分けした。結
果を表ＩＩＩに示す。等級１～３は受け入れられるが、等級４～５は受け入れられない。
【００６７】
【表２】
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【００６８】
要素の評価
上記要素を評価した。結果を以下のように示す。
【表３】

【００６９】
上記結果は、対照要素Ｃ－１～Ｃ－３は水堅牢性が受け入れられず、本発明要素１～８は
コーティング品質及び水堅牢性ともに受け入れることができることを示す。



(14) JP 4331436 B2 2009.9.16

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100081330
            弁理士　樋口　外治
(72)発明者  ジーン　イー．ケーディング
            アメリカ合衆国，ニューヨーク　１４６２０，ロチェスター，クロスマン　テラス　１６１
(72)発明者  リチャード　ジェイ．カプスニアク
            アメリカ合衆国，ニューヨーク　１４５８０，ウェブスター，ホリーホック　ドライブ　１４００
(72)発明者  デニス　イー．スミス
            アメリカ合衆国，ニューヨーク　１４６２６，ロチェスター，リッジウェイ　アベニュ　２７５０
(72)発明者  グレゴリー　イー．ミセル
            アメリカ合衆国，ニューヨーク　１４５２６，ペンフィールド，ホエーレン　ロード　１３８４

    審査官  藤原　伸二

(56)参考文献  特開平１１－０２０１４５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－００１８３５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－１４７８８７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１１５３０７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１８００３４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B41M   5/00
              B41M   5/50-5/52
              CAplus(STN)
              REGISTRY(STN)


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

